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和歌山地方本部は８月 29 日（土）和歌山市 JA ビルにおいて第 37 回定期地方

本部大会を開催し、代議員、傍聴者、来賓、執行部合わせて約 80 名が出席した。

議長には和歌山電気区分会の篠原代議員を選出し、昨年の大会以降１年間の運動

を振り返るとともに、向こう１年間の運動方針を提起し、満場一致で採択した。来

賓には、国民民主党より前衆院議員の林ゆみ様が駆けつけて下さり、激励を頂い

た。またＪＲ和歌山支社より富澤支社長、連合和歌山より山本会長、和歌山県議会

より藤本議員、和歌山市議会議員より山中議員、ＪＲ西労組地方議員団会議所属広

川町議会より梶原議員にお越しいただき、それぞれの立場より激励・応援の想いを

込めたごあいさつをいただいた。また、日頃お世話になっている各方面の友諠団体

や各地本・総支部からの激励のメッセージも会場に届けられた。 

そしてＪＲ西労組中央本部からは、川端書記長、石田原企画・政策部長、高橋組

織・業務部次長の３名にお越しいただいた。中央本部を代表して、川端書記長より

「ＪＲ西日本を取り巻く状況と盆輸送を含む収入状況に触れられ、①安全確立について②組織について③労働協

約改定交渉・2027 春闘・賃金実態調査について④ワーキングイノベーション委員会について⑤政治・政策につい

て」５点についてごあいさつをいただき、最後まで大会にご参加いただいた。和歌山地本執行部を代表し、堂脇執

行委員長より「①安全の確立について、今なお一歩間違えれば死亡労災や重大事故につながりかねない危険な事

象が発生しており、安全を最優先にする職場づくりに向け、無理のない勤務体制、十分な要員配置、必要な設備・

教育の確保について、引き続き粘り強く取り組んでいきたい。②2026 春季生活闘争の成果について、４年連続の

ベースアップ獲得とあわせ、我々和歌山地本の念願でもあった、エリア手当 10％を獲得することができた。中央

本部には、和歌山地本を代表して、心から感謝を申し上げたい。③労働金庫の活用や共済制度ついて、物価高や生

活コストの上昇が続く中、安心して利用でき

る「ろうきん」の各種融資や金融サービス、

そして万一の病気やけが、災害などに備える

共済制度を、積極的に活用していただくこと

が重要である。 

④組織の強化について、組合員一人ひとりが

「自分たちの職場は自分たちで良くしてい

く」という思いを持ち、互いに支え合い、職

場の課題を共有しみんなで解決していく労

働組合の役割を、次の世代につないでいくた

めにも、組織の強化は避けて通ることのでき

ない課題である。」４点について触れ、今大会における課題提起を含め

たあいさつがあった。大会では代議員 7 名から「賃金昇進制度や職場環

境、組織・業務課題、自然災害に伴う課題、各種手当等への要望など」

20 項目について発言が出され、一致団結してそれぞれの課題解決に真

摯に取り組んでいくこと、組合員とその家族の生活と希望を持って働き

続けることができる将来を守ることを全員で確認し、2026 年度の方針

が承認された。 

また、今定期大会は役員改正の年ではないものの、役員補充により大

鍋執行委員、吉田会計監査員が選出され承認された。そして大会の最後

は、組合員の総団結で取り組む決意を込めた堂脇執行委員長の力強い団

結ガンバローで締めくくった。地本定期大会以降、各支部・分会大会が

開催されることとなるが、各級機関大会等でも組合員からの声を届けて

いただくよう要請する。 

 

西日本旅客鉄道労働組合和歌山地方本部
(０７３)４３２－５３８２

林ゆみ様（国民民主党） 

 2025年度執行体制(第37回定期大会2026.08.29改選) ＪＲ西労組和歌山地方本部

役　職　名 氏　　名 所　属　分　会 任務分担

執 行 委 員 長 堂 脇 義 史 和歌山支社分会 　全体総括 [専従]

副 執 行 委 員 長 中 田 隆 博 田辺保線区分会 　業務、財政総括

副 執 行 委 員 長 脇 村 誠 規 紀伊田辺電気分会 　組織、総務総括

書 記 長 藤 々 木 正 幸 和歌山駅連区分会 　企画、書記局、退職者協議会 [専従]

執 行 委 員 眞 鍋 道 俊 和歌山車掌区分会 　総務、財政部長

執 行 委 員 林 和 弘 和歌山保線区分会 　業務部長

執 行 委 員 西 良 也 新宮運輸分会 　組織部長

執 行 委 員 小 田 貴 生 和歌山支社分会 　政策・調査、政治部長

執 行 委 員 尾 西 良 介 和歌山電車区分会 　教育部長

執 行 委 員 中 川 陽 介 紀伊田辺運転区分会 　文化・レク部長

執 行 委 員 福 本 拓 良 和歌山電車区分会 　福祉対策、情宣部長

執 行 委 員 大 鍋 歩 夢 和歌山電気区分会 　男女平等参画担当部長

特 別 執 行 委 員 松 川 雅 彦 新宮運輸分会 　業務部次長、鉄道運転部会担当

特 別 執 行 委 員 安 倍 優 一 和歌山車掌区分会 　業務部次長、鉄道営業部会担当

特 別 執 行 委 員 鉛 口 拓 児 和歌山施設区分会 　業務部次長、鉄道工務部会担当

特 別 執 行 委 員 中 辻 拓 和歌山支社分会 　業務部次長、間接部門部会担当

特 別 執 行 委 員 瀬 古 加 菜 子 和歌山車掌区分会 　連合和歌山女性委員会　幹事

特 別 執 行 委 員 辻 本 篤 史 和歌山車掌区分会 　連合和歌山青年委員会　幹事

特 別 執 行 委 員 上 地 健 太 朗 和歌山車掌区分会 　青年女性委員長

会 計 監 査 員 石 井 晃 司 和歌山電車区分会

会 計 監 査 員 吉 田 成 臣 紀伊田辺駅連区分会


